
と
い
う
地
名
の
鉛
筆
書
き
が
あ
る
。
牧
場
事
務
所
は

現
地
で
鉛
筆
書
き
し
た
も
の
を
ペ
ン
で
書
き
直
し
て

あ
る
。
他
に
、
蓼
科
高
原
親し
ん
ゆ湯
か
ら
大
河
原
峠
を
越

え
て
佐
久
の
方
へ
斜
め
に
引
か
れ
た
、
長
い
赤
鉛
筆

の
ラ
イ
ン
が
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
作
品
が
あ
り
、「
蓼
科
山
」

と
「
大
河
原
峠
」
で
あ
る
。「
蓼
科
山
」
は
、
同
行

者
は
定
か
で
は
な
い
が
、
昭
和
十
年
九
月
、
蓼
科
牧

場
か
ら
登
り
新
湯
に
下
っ
た
登
山
の
様
子
が
書
か
れ

て
い
る
。
昭
和
十
一
年
六
月
『
帝
国
大
学
新
聞
』
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、『
山
岳
展
望
』
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。

　
「
大
河
原
峠
」
は
昭
和
十
二
年
十
月
、
登
山
初
心

者
の
島
木
健
作
を
伴
い
、
蓼
科
高
原
に
紅
葉
を
求
め

た
旅
の
紀
行
文
で
あ
る
。
温
泉
に
一
泊
し
、
翌
日
大

河
原
峠
を
越
え
て
佐
久
へ
抜
け
、
小
諸
か
ら
夜
行
列

車
で
帰
京
し
て
い
る
。
文
中
で
は
、
山
の
形
や
感
じ

の
描
写
に
つ
い
て
の
思
い
や
苦
労
に
つ
い
て
も
語
っ

て
い
る
。
昭
和
十
三
年
一
月
号
の
『
文
学
界
』
に
掲

載
さ
れ
、『
山
の
幸
』
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。

　

現
在
の
地
図
を
並
べ
見
比
べ

る
と
、
の
ど
か
な
牧
場
は
ス
キ
ー

場
に
な
り
、
牧
場
事
務
所
の
辺
り

は
建
物
が
建
ち
並
び
、
蓼
科
高
原

は
当
時
も
開
発
が
進
ん
で
い
た

様
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
も
蓼
科
山

麓
一
帯
は
、
到
る
所
に
別
荘
地
が

広
が
っ
て
お
り
隔
世
の
感
が
あ

る
。

　

資
料
文
献
室
の
写
真
で
す
。「
ウ
ワ
ー
」
と
感
嘆

の
声
を
上
げ
、
山
好
き
の
来
館
者
の
足
を
釘
付
け
に

し
ま
す
。
時
間
の
な
い
方
は「
ま
た
来
ま
す
」と
言
っ

て
帰
ら
れ
る
様
に
、
本
好
き
に
と
っ
て
は
た
ま
ら
な

い
空
間
な
の
で
す
。
ほ
ぼ
一
日
居
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
写
真
を
見
る
ぶ
ん
に
は
、
開
設
当
時

と
余
り
変
わ
り
映
え
し
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
進
化

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、ま
だ
ま
だ
で
す
。
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、

『
岩
と
雪
』、『
山
と
溪
谷
』、『
ア
ル
プ
』
な
ど
は
創

刊
号
が
あ
り
ま
す
が
『
岳
人
』
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、ど
ち
ら
に
も
抜
け
て
い
る
号
が
あ
る
な
ど
で
す
。

先
日
も
、日
本
山
岳
文
化
学
会
の
方
々
が
来
館
さ
れ
、

山
岳
文
化
学
会
の
出
版
物
で
抜
け
て
い
る
も
の
を
頂

戴
し
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
的
に
持
っ
て
来
て
下
さ

る
方
も
あ
り
ま
す
。
大
変
有
難
い
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
内
容
充
実
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
「
蓼
科
山
、
八
ヶ
岳
」
と
ペ
ン
で

手
書
き
さ
れ
た
嵩
高
な
地
図
が
あ
っ

た
。
拡
げ
て
み
る
と
、「
蓼
科
山
」

と
「
八
ヶ
岳
」
の
地
形
図
が
貼
り
合

わ
さ
れ
た
縦
長
の
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
、
地
勢
図
「
長
野
」
の
十
二

番
と
「
甲
府
」
の
九
番
で
あ
る
。
書

き
込
み
は
と
見
る
と
、
蓼
科
牧
場
か

ら
蓼
科
山
へ
向
か
う
登
山
道
に
は
、

御
泉
水
ま
で
の
赤
鉛
筆
が
あ
り
、
牧

場
事
務
所
の
文
字
と
小
屋
の
記
号
、

大
石
平
峠（
現
在
の
ス
ズ
ラ
ン
峠
か
）

 
山
の
文
化
館
だ
よ
り

深
田
久
弥　

山
の
文
化
館

〒
九
二
二
─
〇
〇
六
七

石
川
県
加
賀
市
大
聖
寺
番
場
町
十
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
七
六
一
）
七
二
─
三
三
一
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
七
六
一
）
七
二
─
一
一
八
一

令和２年
冬号

久
弥
と
五
万
分
の
一
地
形
図
と
赤
鉛
筆
と

そ
の
８　

深
田
久
弥

資
料
文
献
室
よ
り

資
料
文
献
室
は
文
献
を
求
め
て
い
ま
す
‼



編
集
後
記
〜

　

冬
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
冬
と
言
っ
て
も
雪
が
あ
り
ま

せ
ん
。
下
界
だ
け
で
は
な
く
山
の
雪
も
と
っ
て
も
少
な
い

よ
う
で
す
。
せ
め
て
、
ス
キ
ー
場
と
山
に
だ
け
は
た
っ
ぷ

り
降
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
降
る
も
の
が
降
ら
な
い
と

雪
山
が
楽
し
め
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｙ
・
Ｏ

　

ま
ず
、上
空
か
ら
の
山
の
文
化
館
で
す
。紅
葉
ま
っ

さ
か
り
の
時
期
、
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ａ
旅
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
が
撮

影
し
た
ド
ロ
ー
ン
映
像
か
ら
一
枚
頂
戴
し
ま
し
た
。

こ
の
景
色
は
、
テ
レ
ビ
金
沢
の
山
の
文
化
館
特
集
で

も
使
わ
れ
ま
し
た
。
大
イ
チ
ョ
ウ
の
、
普
段
見
る
こ

と
の
な
い
ア
ン
グ
ル
か
ら
の
写
真
で
迫
力
が
あ
り
ま

す
。
下
か
ら
の
眺
め
も
素
晴
し
い
の
で
今
年
の
秋

十
一
月
半
ば
に
は
是
非
お
越
し
下
さ
い
。
つ
ぎ
は
、

槇
の
梢
の
ヤ
マ
バ
ト
の
雛
た
ち
で
す
。
周
り
を
剪
定

し
た
の
で
、
今
年
も
巣
が
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
で
す

が
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
山
の
文
化
館
な
ら
で
は
の

写
真
で
す
。
も
う
一
つ
、
自
然
豊
か
な
館
に
訪
れ
た

珍
客
の
写
真
、
タ
ヌ
キ
で
す
。
ど
こ
に
住
ん
で
い
る

の
や
ら
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
親
子
も

見
か
け
ま
す
。

各種お知らせ詳細はホームページをご覧下さい
深田久弥山の文化館ホームページ　http://www2.kagacable.ne.jp/~yamabun

こ
の
一
冊

　
『
異
端
の
登
攀
者
』
と
題
す
る
大
冊
が
あ
る
。

副
題
に
は
「
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
軌
跡
」
と
あ
る
。

初
代
代
表
の
岡
部
一
彦
の
「
は
じ
め
に
」
と
題
す

る
文
章
に
始
ま
り
、
そ
の
内
容
に
目
を
通
せ
ば
、

奥
山　

章
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
先
鋭
的
ク
ラ

イ
マ
ー
達
の
熱
い
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
後
半

に
は
『
Ｒ
Ｃ
Ｃ
時
報
』
の
一
号
か
ら
十
三
号
ま
で

が
完
全
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
あ
と
が
き
」
に
は

表
題
の
「
異
端
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
の
想
い

も
書
か
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
深
田
久
弥
も
こ
の
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の

同
人
で
あ
っ
た
。

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
資
料
文
献
室
で
お
読
み

下
さ
い
。

山
の
文
化
館
の
自
然

　

＊
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

 

一  

月  

十
七 

日
（
金
）「
北
岳
」

 

二  

月
二
十
一
日
（
金
）「
浅
間
山
」

 

三  

月  

二
十 

日
（
金
）「
至
仏
山
」

　
●
場
所
＝
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

●
時
間
＝
午
後
一
時
半
よ
り
三
時

●
聞
こ
う
会
予
定

●
読
書
会
の
お
誘
い

月
に
一
度
、
山
に
関
わ
る
お
話
を
聞
い
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
聴
講
無
料
）

　

午
後
一
時
半
よ
り
三
時

　

深
田
久
弥
山
の
文
化
館
聴
山
房

『
日
本
百
名
山
』
な
ど
深
田
久
弥
の
作
品

を
読
ん
で
、
山
や
そ
の
自
然
、
文
化
に
つ

い
て
語
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
。　
　
　
　
　
（
参
加
無
料
）

■
一
月
十
九
日
（
日
）

演
題
：
深
田
久
弥
と
地
形
図

　
　
　
　

～
収
蔵
品
地
形
図
と
作
品
～

講
師
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館　

大
幡　

裕

　
■
二
月
二
十
三
日
（
日
）

演
題
：
九
山
先
生
と
は
つ
し
ほ
俳
句
会

講
師
：
は
つ
し
ほ
俳
句
会　

正
藤　

宗
郎 

氏

　
■
三
月
八
日
（
日
）

演
題
：
い
し
か
わ
動
物
園
に
お
け
る

　
　
　

ラ
イ
チ
ョ
ウ
飼
育
の
取
組
み
に
つ
い
て

講
師
：
い
し
か
わ
動
物
園　

堂
前　

弘
志 

氏


